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調査の概要

東北圏企業における人材育成および
リスキリングの実態調査（企業向け調査）

東北圏で働く個人の能力開発および
リスキリングの実態調査（労働者向け調査）

調査目的 企業の人材育成の現状や課題、リスキリングの認
知度や実施意向、推進する上での課題などの把握

職場の人材育成および自らの自己啓発の現状や課
題、リスキリングの認知度、必要性の有無、推進
する上での課題などの把握

調査対象 従業員数10名以上の東北7県に
本社がある企業3,000社

従業員10名以上の東北7県に
本社がある企業に勤める20～60代

調査手法 紙面アンケート調査 インターネット調査

調査期間 2023年7月31日～8月25日 2023年9月12日～9月13日

回 答 数 806件（回答率26.9%） 1,040人

調査目的

リスキリングの機運醸成および企業における導入・実施に向けた取組みを促すことを目的に、
企業、労働者2つの視点から企業の人材育成および能力開発の現状と課題を把握し、
リスキリングの現状および今後の展開可能性を考察することにより、
東北圏におけるリスキリング推進方策を提言

調査概要
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リスキリングとは

人材育成との違いは？

OJTとOff-JTは、従業員に「いまある」仕事のためのスキルを習得させる
リスキリングは、従業員に「いまはまだない」仕事につながるスキルを習得させる

リカレント教育と何が違う？

新しい職業に就くために、あるいは、今の職業に必要とされるスキルの
大幅な変化に適応するために、必要なスキルを獲得する/させること

2

リスキリング（Reskilling）とは

区分 リスキリング リカレント教育
期 間 短期間（12～18ヶ月） 長期間（反復）

背 景 テクノロジーの連携による自動化
がもたらす雇用消失 人生100年時代の生涯学習

目 的 学習およびスキル習得 学習
実施責任 企業（国によっては行政主導） 個人（の関心が原点）

出典：経済産業省「第2回デジタル時代の人材政策に関する検討会」、資料2-2_リクルートワークス研究所石原委員プレゼンテーション資料、2021年2月26日

出典：後藤宗明（2022）「自分のスキルを
アップデートし続ける リスキリング」をもとに東北
活性研作成
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国内外におけるリスキリングの政策動向

持続的な経済成長を支える労働市場改革

労働者に成長性のある産業への転職の機会を与える「労働移動の円滑化」と、
そのための学び直しである「リスキリング」、
それらを背景とした「構造的賃金引き上げ」

2018 2020 2022 2023

世 界 経 済 フ ォ ー ラ ム
（WEF）が「リスキル革
命」と銘打ったセッションを
開催

WEF が 「 Reskilling
Revolution 」 イ ニ シ ア
ティブを発表し、2030年
までに全世界で10億人
をリスキリングすると宣言

岸田首相がリスキリング
支援に「5年で1兆円」と
投入する表明

政府の「三位一体の労
働市場改革の指針」で、
リスキリングによる能力
向上支援が柱の一つに

経産省「デジタル時代の人材政策に関する検討会」
立ち上げ

厚労省「今後の人材開発政策の在り方に関する研究会報告書」発表

経団連「。新成長戦略」発表
新たな

仕事や業務
消滅する
仕事や業務

9400万件8000万件 リスキリング

第四次産業革命によって
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リスキリングの2つの側面

人口減少下にある日本経済の持続的な成長を図るために

リスキリングは、成長性のある産業への円滑な労働移動（外部労働市場）と、
企業における人材の育成・活性化（内部労働市場）を通じた労働生産性の
向上の手段

内部・外部労働市場イメージ

内部労働市場
従業員

外部労働市場
求職者・他社従業員

成長産業
Reskilling Reskilling
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生産性を高めるリスキリングのプロセス

① 経営戦略 ② 人材戦略 ③ スキルの
可視化 ④ リスキリング ⑤ 配置・処遇

• 自社が取るべき施策や方
向性を定め、明確に

• 経営戦略と連動し
て策定

• 必要な人材像・スキルの明
確化、従業員のスキル把
握・提示、習得後の配置

• 外部の教育機関も積極的に活用
• 学習環境の整備
• 学び続ける組織風土の醸成

• スキルを実践させるための新た
な業務やポジションへの配置

• 従業員の成果や能力に見合っ
た評価や処遇

手段であるリスキリングが目的化しないように、
5つのステップにおけるポイントに注意してリスキリングを推進し、

生産性や企業価値の向上、従業員のモチベーションアップにつなげる
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令和5年推計値実測値

東北圏におけるリスキリングの必要性（労働者数と労働生産性の現状から）

2050年の労働者数の推計は、東北圏は2020年の約6割、首都圏は約9割の水準
東北圏の労働生産性は、一貫して首都圏を下回っている

出典：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計
人口（令和5（2023）年推計）」
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東北圏および首都圏の労働者数の推移
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東北圏および首都圏の労働生産性の推移
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67.8 23.2

1.0

8.1

正社員・正職員 パートタイマー、アルバイト 嘱託 契約社員

(%)

59.2 40.8

男性 女性

(%)

11.3 18.5 25.6 26.6 18.0 

20代 30代 40代 50代 60代

(%)

20.4 24.4 55.2

取り組んでいる 取り組んでいないが、始めたい 特に取り組む意向はない

(%)

2.3 33.9 36.8 20.7 6.3

進んでいる まあまあ進んでいる どちらともいえない
あまり進んでいない 進んでいない

(%)

27.7 48.9 21.8 1.6

不足している やや不足している 適当 やや過剰 過剰

(%)

回答企業および回答者の属性

東北圏企業 n=806
【業種別】 【規模別】

進んでいない
63.8%

7

労働者 n=1040
【性別】

【年代】

【自己啓発の取組意向】 取り組んでいない
79.6%【人材育成の進捗状況】

※ 上位5業種

【人材不足の状況】 不足している
76.6%

【雇用形態】
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① 東北圏企業においてリスキリングは普及しないのか？

② 人材育成（リスキリング）がうまくいかないのは従業員のせいか？

③ 誰に何を学ばせたらよいのか？

➃ 政府が進める労働市場の流動化は企業にとって脅威なのか？

⑤ 辞めていく若者たちはどこへ行くのか？

8

リスキリング（人材育成）に対する企業および労働者の動向

2つのアンケート調査から明らかにした、東北圏企業におけるリスキリング推進方策の検討につながる
10のポイントから皆様へのメッセージ
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【リスキリングの取組状況】 【リスキリングの認知度の比較】
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51.5

62.4 63.6

53.1 55.4 51.2
40.6

63.0

34.3
48.4 52.5

61.4

企業
労働者
その差（ポイント）31.421.38.4

35.5

13.0

36.6

27.0

28.0

60.0

企業
（n=801）

労働者
（n=1040）

内容を含めて知っている
内容は知らないが聞いたことはある
知らない 30㌽超

その差

（%）

　　（％）
全体

（n=798）
建設業

（n=155）
製造業

（n=114）
運輸業、郵便業

（n=42）
卸売業、小売業

（n=143）
宿泊業、飲食サービス業

（n=35）
医療、福祉

（n=103）
サービス業

（n=118）
その他

（n=88）

8.9

11.6

9.6

7.1

5.6

5.7

6.8

8.5

13.6

6.6

6.5

7.9

7.1

10.5

2.9

2.9

6.8

4.5

25.4

22.6

26.3

28.6

23.1

34.3

14.6

34.7

28.4

27.9

26.5

27.2

21.4

32.2

20.0

38.8

27.1

19.3

31.1

32.9

28.9

35.7

28.7

37.1

36.9

22.9

34.1

すでに取り組んでいる
今後取り組む予定がある
取り組むことを検討中である
現在取り組んでおらず、今後も取り組む予定はない
わからない

① 東北圏企業においてリスキリングは普及しないのか？その１

 東北圏においてリスキリングの実施に前向きな企業は4割
 リスキリングの認知度よび必要性については、企業と従業員の意識に大きな違いあり

【業種別 リスキリングの必要性に対する認識
（「必要性あり」の割合）の比較】

9

実施意向あり
40.9%

24.3%

50.0%
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 リスキリングの実施と人材育成の進捗には関係性あり
 人材育成が進んでいない企業の3割強がリスキリングの導入を予定・検討

（%）

経営トップ
（n=153）

人材育成専任部署・部門
（n=96）

人材育成を専任する担当者
（n=125）

他業務と人材育成を兼任する担当者
（n=196）

現場
（n=190）

2.0

3.1

4.8

1.5

1.6

34.6

49.0

37.6

33.2

26.8

31.4

26.0

33.6

40.3

45.8

22.2

18.8

18.4

20.4

21.1

9.8

3.1

5.6

4.6

4.7

進んでいる まあまあ進んでいる
どちらともいえない あまり進んでいない
進んでいない

（%）

方針があり、浸透している
（n=48）

方針はあるが、浸透していない
（n=567）

方針はない
（n=176）

22.9 70.8

38.3

9.7

6.3

41.1

31.8

17.5

36.4

2.3

21.0

進んでいる まあまあ進んでいる
どちらともいえない あまり進んでいない
進んでいない

① 東北圏企業においてリスキリングは普及しないのか？その２

【人材育成の進捗状況別 リスキリングの取組状況】

【人材育成方針の有無および浸透状況別 人材育成の進捗状況】

進んでいる
（n=284）

どちらともいえない以下
（n=507）

18.3

3.7

9.5

5.1

19.4

28.6

26.1

28.8

26.8

33.7

すでに取り組んでいる
今後取り組む予定がある
取り組むことを検討中である
現在取り組んでおらず、今後も取り組む予定はない
わからない （％）

※ 「進んでいる」=「進んでいる」+「まあまあ進んでいる」
「どちらともいえない以下」=「どちらともいえない」+「あまり進んでいない」+「進んでいない」

【人材育成の実施体制別 人材育成の進捗状況】

10

71.6%

33.7%

89.2%
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全体

20代

30代

40代

50代

60代
（%）

　　　　※ 「取り組んでいる」「取り組んでいないが、始めたい」の合計

46.4

61.5

53.3

48.8

45.0

34.8

42.5

56.1

53.9

44.9

28.3

26.9

男性（n=616） 女性（n=424） その差

16.7

4.0

7.9

仕事が忙しくて時間
が取れないから

費用を負担する余裕がないから

自己啓発を行っても
会社で評価されないから

スキルアップを求められていないから

家事・育児・介護などで
忙しくて時間が取れないから
どのような知識・スキルを

身につけたらよいかわからないから
今後、転職や独立を

予定していないから
会社の研修（Off-JT）で

十分であるから

職場が非協力的であるから
（%）

※ 選択肢「その他」「特になし」除く

29.2

23.9

20.2

14.1

8.6

12.6

14.1

10.1

8.4

22.2

25.0

20.5

23.9

24.7

18.8

12.8

9.4

9.1

男性（n=476） 女性（n=352）
その差

16.1

6.1

9.8

② 人材育成（リスキリング）がうまくいかないのは従業員のせいか？
その１

 従業員の学びの意欲は低く、年齢が高いほど自己啓発の取組意向が低い。特に50-60代の女
性は男性に比べ、その傾向が強い

 女性は職場での処遇や家庭での役割分担が学びの足かせとなっている可能性あり
【年代別男女別 自己啓発の取組意向がある割合】 【男女別 自己啓発を行っていない理由】

11
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② 人材育成（リスキリング）がうまくいかないのは従業員のせいか？
その２

 30代女性は自己啓発を行う余裕を持ち合わせておらず、人材育成および自己啓発の課題や、
仕事や働き方への不安を多く抱えていた

【年代別の特徴】

12

自己啓発を行わない理由 人材育成および能力開発の課題 仕事や働き方への不安

【20~40代】
「家事・育児・介護などで忙しく
て時間が取れないから」が多い
【30代女性】
「費用を負担する余裕がないか
ら」「仕事が忙しくて時間が取れ
ないから」「どのような知識・ス
キルを身につけたらよいかわから
ないから」が多い
【50、60代女性】
「スキルアップを求められていな
いから」が多い

【30代】
「家事・育児・介護などで忙しくて
教育訓練（Off-JT、自己啓発）を受
ける時間がない」「どのような教育
訓練機関があるのかわからない」
「会社が十分な費用を支援してくれ
ない」「適切な内容やレベルの研修
コースを設けている教育訓練機関が
ない」が多い
【特に30代女性】
「家事・育児・介護などで忙しくて
教育訓練（Off-JT、自己啓発）を受
ける時間がない」が顕著に多い

【30代】
「現在の勤め先・業界の先行
き」「日本経済の先行き」
「他社で通用する知識・スキ
ルが身についていないこと」
「新しい知識・スキルを身に
つけられる自信がないこと」
「キャリアビジョンが描けて
いないこと」が多く、「特に
不安は感じていない」も少な
い
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仕事の心構えについ
て、周囲にアドバイスを

した

従来とは、違うツールや
システムを使えるように

なった

メンターなど、職場の後
輩育成を行うようになっ

た

0%

25%

50%
20代（n=41） 30代（n=48）
40代（n=51） 50代（n=49）
60代（n=37）

③ 誰に何を学ばせればよいのか？

 企業がリスキリングを通じて従業員に身に付けて欲しい知識・スキルと、従業員が日ごろから身に
付けたいと考えている知識・スキルはほぼ一致

 経営層には成長分野の関する知識・スキルを。シニアだってスキルアップ可能！
【職種ごとに企業・労働者が求める知識・スキル】

企業が習得を
求める対象者

獲得を希望する
労働者

が従事する職種

ITツールを使いこなす知識・スキル 事務職 事務職

情報セキュリティに関する知識・スキル 事務職 管理職

オンラインコミュニケーションに関する知識・スキル 事務職 事務職

職種特有の実践的スキル 専門・技術職 専門・技術職

高度な専門的知識・スキル 専門・技術職 専門・技術職

デジタル(DX)分野に関する知識・スキル 経営層 管理職

環境・エネルギー(GX/CN)分野に関する知識・スキル 経営層 専門・技術職

その他の成⻑分野に関する知識・スキル 経営層 管理職

言語スキル（外国語等） その他の職 管理職

マネジメントスキル 管理職 管理職

チームワークスキル その他の職 管理職

営業・接客スキル その他の職 その他の職

コミュニケーションスキル その他の職 管理職

課題解決スキル 管理職 管理職

※ 各項目で企業、労働者の回答から最も割合が高かった職種を記載

【年代別 仕事能力の向上を実感した「できごと」】

※ 年齢が高いほど割合が高い「できごと」

13
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【プラスの影響を期待する声】

（％）
全体

（n=748）
取り組んでいる

（n=69）
取り組むことを予定・検討

している（n=247）
取り組む予定はない・未定

（n=427）

8.8

33.3

12.1

3.0

3.3

5.7
2.6

16.0

14.5

13.4

17.3

71.8

52.2

68.8

77.0

プラスの影響がある
マイナスの影響がある
影響はない
わからない

➃ 政府が進める労働市場の流動化は企業にとって脅威なのか？

 リスキリングによる労働市場の流動化の影響については、多くの企業ではまだ見定めができていない
 リスキリング実施企業は労働市場の流動化が自社にプラスの影響を及ぼすと期待する傾向あり

【業種別 労働市場の流動化がもたらす影響の有無】
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 乗り遅れることによる、人材の流出と獲得の困難度上昇（「製造業」10～99人）
 社会全体として成長分野への労働移動を促進されると当県に人がいなくなる（「卸売業、小売業」10～99人）
 生き残る策を同時に考えなければならない（「卸売業、小売業」10～99人）
 流動化することにより行える業務が狭まる可能性がある（「不動産業、物品賃貸業」10～99人）
 スキルアップによる自社からの人材流出、離職増（「学術研究、専門・技術サービス業」10～99人）
 若年層の社員が他業界へ移る可能性がある（「宿泊業、飲食サービス業」100～299人）
 現在の事業を縮小しないと人材が足りない。本業での売上げが減少してしまう（「医療、福祉」100～299人）

【マイナスの影響を懸念する声】

なんらかの影響あり
12.1%

 採用機会の増加が期待できる（「建設業」10～99人）
 即戦力になる人材を確保できる（「建設業」10～99人）
 優秀な人材を確保しやすくなる（「建設業」10～99人）
 採用できる人材の数がふえる（シニア層も含めて）（「学術

研究、専門・技術サービス業」10～99人）
 人材が流入することで、新たな価値創造につながると考える

（「医療、福祉」10～99人）
 離職防止と企業の活性化（「その他サービス業（他に分類さ

れないもの）」10～99人）
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⑤ 辞めていく若者たちはどこへ行くのか？その１

 転職意向は4割、年齢が低いほど意向が強く、20代は6割が転職意向あり
 転職希望先として「同一業種」「同一職種」を希望

【現在の業種別 希望する転職先の業種】
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【現在の職種別 希望する転職先の職種】

(%)  
全体

（n=1040)
20代

（n=118)
30代

（n=192)
40代

（n=266)
50代

（n=277)
60代

（n=187)

15.9

33.1

24.0

15.0

7.9

9.6

26.3

30.5

31.3

28.2

26.4

16.0

26.7

26.3

23.4

27.8

27.1

28.3

31.1

10.2

21.4

28.9

38.6

46.0

ある ややある
あまりない ない

【年代別 転職意向】

転職意向あり
42.2%

63.6%

1位 2位 3位

建設業 建設業

製造業 製造業 その他 サービス業

卸売業、小売業 卸売業、小売業 サービス業 わからない

宿泊業、
飲食サービス業

宿泊業、
飲食サービス業 サービス業 わからない

医療、福祉 医療、福祉 サービス業 わからない

サービス業 サービス業 わからない その他

その他 その他 サービス業 わからない

※ サンプルサイズが30未満のため「運輸業・郵便業」は除く

サービス業/その他/わからない

現
在
の
業
種
別

 

1位 2位 3位

管理的な仕事 その他の仕事 専門的・技術的な
仕事 管理的な仕事

専門的・技術的な
仕事

専門的・技術的な
仕事 その他の仕事 事務的な仕事

事務的な仕事 事務的な仕事 その他の仕事 わからない

その他の仕事 その他の仕事 専門的・技術的な
仕事 事務的な仕事

現
在
の
職
種
別
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⑤ 辞めていく若者たちはどこへ行くのか？その２

 転職希望者の8割は転職先に「同一県内」を希望
 一方、現在の勤め先での知識・スキルの習得に不安を感じている人は、転職希望先に「県外」を

希望する傾向あり

【転職希望先地域別 仕事や働き方への不安】

16

（％）
全体

（n＝439）
20代

（n=75）
30代

（n=106）
40代

（n=115）
50代

（n=95）
60代

（n=48）

4.3

5.3

2.8

6.1

4.2

2.1

5.2

8.0

3.8

3.5

3.2

12.5

2.1

4.0

3.5

10.5

10.7

10.4

13.0

9.5

6.3

77.9

72.0

82.1

73.9

82.1

79.2

県外（東北6県及び新潟県）
県外（首都圏）
県外（上記以外、海外含む）
こだわらない
県内

【年代別 県外に流出する可能性】

県外流出の可能性
22.1%

年
収
が
上
が
ら
な
い
こ
と

定
年
後
の
収
入
確
保

現
在
の
勤
め
先
・

業
界
の
先
行
き

日
本
経
済
全
体
の
先
行
き

定
年
後
の
再
就
職

自
分
の
知
識
・
ス
キ
ル
が
時
代

遅
れ
に
な
る
こ
と

他
社
で
通
用
す
る
知
識
・
ス
キ

ル
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と

新
し
い
知
識
・
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
ら
れ
る
自
信
が
な
い
こ
と

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
け
て

い
な
い
こ
と

現
在
の
勤
め
先
の
人
員
削
減

A
I
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る

可
能
性

特
に
不
安
は
感
じ
て
い
な
い

※ 県外＝「県外（東北6県及び新潟県）」「県外（首都圏）」「県外（上記以外、海外含む）」
「こだわらない」

0%

25%

50%
県内（n=342） 県外（n=97）
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―東北圏企業に向けて―

リスキリングの基礎となる人材育成のあり方の見直し
労働者個人の意欲に依存しない「学ぶ」組織づくり
多様化する労働者ニーズへの理解と個別的対応

―自治体、経済団体などに向けて―

リスキリングに関する支援の
一元的情報発信・相談体制の整備

地域一丸となった地域内労働市場の流動化促進
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東北圏におけるリスキリング推進方策
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https://www.kasseiken.jp/
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